
Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformatlon −Culture 　 Soclety

創立 20年記念に 向けた本学会活動計 画 （提 案 ）　 3

特別寄稿

創立 20年記念に向けた本学会活動計画 （提案）

APropsal　of　Activity　Plan　of　Japan　Information−Culturology　Society　for

20th　year 　Anniversary

会長　片方善治
Chairman　Zenji　Katagata

ま え が き

　本稿 は情報文化学会の 長期計画 の
一

環 と して提 案す る もの で あ

る。創 立 20年記念 に向けた 学会活動計 画 と したの は ，本学会創 立

の 精神 を重 ん じ，学会活動 に参加す る誇 りを継承 して い くこ とに

よっ て ，発展 ・
充実の駆動力の よすがに なる と考えた こ とに よ る。

　来 る 平成 23年 ，本学会 は創立 20年記 念 を迎 える。会 員 各 位

の 支 持 に よ っ て 発展 と充実を継続 して きた本学 会 に と っ て ，こ

の 年は新 たな飛 躍台 に立 つ 節 目で あり，い まか ら創立 20年記念

に 向けた学会活動を計 画 して お くこ との 必 要を感ずる 。

　図 1 を参考に 平成 13年 に実施 された創立 10年記念事業を振

り返 り，また その 後の 歩み をた ど り，さ らに今後の 発展に た っ て ，

創立 20年記念 事業 に 向けた 学 会活 動 （案） を示 す こ とに す る。

1，創立 10 年 記念 事業の 回顧と今後の 展望

　創立 10年記念 事業計 画 は ，こ れ に先立 つ 2 年前 に ，記念 出版

事業 と記 念 フ ェ ス タ （1） を行 う とい うもの で あっ た 。 2 年 と

い う準備 期 間 は 短か か っ た が ，委 嘱 され た委員各位の 懸命 な取

り組 み に よっ て ，み ご とな成果 を収 め る こ とが で きた。こ こ に

改 め て 感 謝の 意 を表 した い 。

　図 3 の Phase2 に 創 立 10年記念 行事 を 示 した が ，こ の 内容 に

つ い て 以下 にの べ る こ とにす る。

1．1　記念出版事業 一「情報文化学八 ン ドブ ッ ク」一の 出版

　創 立 10年記念事業 と して ，記 念 出版物 を刊 行 しようとい う提

案 は ，役 員会 に お い て 課題に な っ て い たが ．具体 的 な企 画 や 出

版 元 が なか なか 定ま らなか っ た 。 や は り学会誌 とは別 に 編 集委

員会を立 ち上 げ ，刊 行 に 向 け て 精力 的 に 取 り組 む べ きで あ る と

役員会 に お い て 決 定 され た。

　こ の 決定に よ り，当時東京 大 学教授（現 ，島根県立大学副学長）

で あ っ た増 田祐司理 事が 委員長 とな り，5名の 委員 2 名 の 編 集

幹事 が 委 嘱 され た。こ の 決 定が あっ て 初 期 の 目的 を果た すこ と

が で きた こ と を考 える と，創立 20年記 念出版 にお い て も，可及的

速や か に編 集委員会を立 ち上 げる こ とが重要 で ある と考える 。

　創 立 10 年記 念 出版 は 「情 報 文化学 ハ ン ドブ ッ ク」 と して 森

北 出版 株 式会社 か ら刊行 さ れ た。 刊行 日 を創立 日の 10月 22日

に予 定 してい たが、実 際 には後述 の
“
記念フ ェ ス ダ

’
の 開催 日

で あ る 平成 13年 10月 28 日とな っ た。

　マ ク ル ーハ ン の メ デ ィ ア理 論か らデ ジ タ ル 経済論の領域 まで

を包含 した新 しい 学 問 の 体系 的研 究成 果を ，ハ ン ドブ ッ ク と し

て 世 に 問 うこ とがで きた意義 は大 きい との 評価 を得 る こ とが で

きた。創立 20年記念出版物 は ，こ の 評価 を引 き継ぐもの で なく

て は なる まい 。

1．2　創 立 10 年記念 フ ェ ス タ

　
”
記 念 フ ェ ス タ

”
の 実行委員長の 役割は 会長 が担うべ きで あ

る と の 役 員会 の 意 見に 従い ，7名の 委員 の 方 々 の 協力 をえ て ，下

記 の プ ロ グラ ム を策定 した。

創立 10年記 念式典 （13 ：00〜13 ：25＞

第 7 回情報文化学会賞贈 呈式 （13 ：30〜14 ：50）

記 念 イベ ン ト　VIVAlJICS1

　ち な み に ，例年秋季 に行わ れ る全国 大会 は ，この 年 は夏期 に

岩 手県 立大 学 に て 実施 した の で ，学会賞贈呈 式は
’4
記 念 フ ェ ス

ダ
’

の 行事 と して 位 置づ け られ た の で あ る。

　第
一

部 の 記念 式 典 に は ，本学会の 今後に 期待す る祝 辞 が 寄せ

られ た 。 祝辞 を寄 せ られ た 6名 の 方 々 の お 名前 とキ
ー

ワ
ー

ド，

感謝 の 意 を表 しつ つ 下 記に 紹介 させ て い ただ く。

  広 井　脩 （東 京大 学 社 会情報研究所長） 「成長 しつ つ あ る学問領

　 域の エ ネル ギ
ー

が伝わっ て くる」

  秋 山　穣 （日本社会1青報学会会長） 「大きな社会的使命 と期待 を持 っ

　 て 注 目」

  山口 勝弘 （筑波大学名誉教授，神戸 芸術工 科大学名誉教授 環境芸

　術学会会長） 「重要なソ フ トの 価値」

  飯 田　亮 （財 団法人
・
セ コ ム 科学技術振興 財 団創立 者） 「期待 され

　 る 　よ り高い 発展」

  藤田史郎（株式会社NrT デ
ー

タ相談役） 「21世紀 に果たす重要な役割」

  池田　茂 （株式会社 NT’r−ME 代表取締役） 「世の 中へ の大きな貢献 1

　創立 20年 を迎 えた と き，本学会が 上 記 の よ うな評価 と期待

に こ た えてい るか否 か が問わ れて い る こ とを、肝 に銘 じて お か
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なけれ ばな る まい 。

　第二 部の 学会賞 に つ い て は ，例 年の よ うに 学会誌に掲載 して

い る の で 割 愛す る。

　第三 部 は　
”
VIVAI 　 JICSデ ジ タル メ デ ア 万華鏡

」’
と して ，

下 記 の よ うな プロ グ ラ ム を編成 した 。

  中尊 寺 ゆっ こ （マ ン ガ家），rCG ＆ Talk 」

  河 口洋
一

郎 （東京大学教授，CG 作家），「成長 進 化遺 伝す る情感の 芸術」

  小林 は くどう（成安造形大学教授）．「ビデ オエ ッ セ イ （フ ラ ンス 篇）」

  長 瀬
一

男 （わ らび座 ），「民俗 芸 能 の 3次 元 CG 公 開 」

　創立 20年記念フ ェ ス タ に お い て は ，上 記 の よ うな プ ロ グ ラ

ム 編成に 劣 らぬ 企 画 を立 て る こ とが 望 ま れる。また 厂 般の 来

場者 に 向け た ，内 容 を工 夫 し 無 料 公 開の イベ ン トにす る こ と

を検討 して み るべ きで あ ろ う。

2．創 立 20 年記 念事業に向けた活動計画

2．1　 情 報文 化学へ の視座の変化

　記 念 事業の 取 り組み に あた っ て は，本学会 が どの ような発 展 ・

充 実 の 道 を歩 ん で きた の か の 認識 を基 本 とす る もの で な けれ ば

なる まい （図 1参照 ）。

　情報文化学へ の 視座 は ．学会 が 発 足 した 当 時 は ，情 報 と文

化 の 関係 を．両 者 の 接 点 ・交 差 ・重 畳 とい っ た 面 か ら研 究す

る こ とに お い て い た。した が っ て 本 学 会 の 英 文 表記 は Japan
Information−Culture　Secietyと してい た の で ある が ，創立 10年

を機 に 改 め る こ とに な っ た。

　そ れ は 情 報 文化 学 の 視 座 が ，情報学 と文化 学 の 両 者 を結 合 ・

統 合 融合 と い っ た 面か ら研究する こ と に変 わ っ た こ とに よ る 。

こ の 背 景 に あ っ た の は ，情報 学 の 急速 な発 展 と と もに ，文化学

と い う名の 知 の 再編成 が行 われ た こ と に よ る 。
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　情 報学 は イ ン タ
ー
ネッ トの 普及 とと もに 従来 の 研 究課 題が 大

き く変 わ り 厂 方 ，文化学 は社 会学 ・言 語 学 ・人類 学 ・民族学

な ど を含む 人 類 文化 に かか わる知 の 再 編成 と して の 新 しい 学 問

体系 と して 整い つ つ あ る。

　こ の よ うな こ とか ら，平 成 13年 10月 28 日に 行 わ れ た理 事

会 に は か り，創立 10年記 念 フ ェ ス タにお い て ，新 しい 英文表記

を Japan　lnformation−Culturology　Societyと 変更 した の で あ る。

な お ，略称は従 来 どお りの JICSで ある （図 2 参照 ）。

　情 報 文化 学 の 視 座 が こ の よ うに 変 わ っ て か ら 10年を経た 学

会 活 動が どの よ うに 発展 ・充実 して きた か の 成 果 を 問 う年 と し

て ，創 立 20年記 念 を考え る の で な けれ ば な る まい 。

2．2　主 たる記念 事業 の提 案 と構想

　主 た る 記念事業 と して ，下 記の 5 項 目を提案 したい 。

（1）創立 20年 記念 式 典

（2） 同記 念 フ ェ ス タ
・
イ ベ ン トの 開催

（3）同記念出版物の 刊行

（4）同記 念 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

（5）同 部会
・
支部 ご との 記念 行事展 開

　以 下 に 上記各項 目の 構 想 を示す 。

2，2．1　記念 式典関連

　創 立 20年記 念式 典 の プ ロ グラ ム は ，前述 の 創立 10年の 時 と

同様 に す れば よ い が ，当 日配布 した 記念 誌（ブ ッ ク レ ッ ト26頁）

を参考 に して ，次 の よ うな 内容 を加 える の が よ い と考 える 。

）
　
）
　
）
　
）

123

△−

（
　
（
　
（
　
（

情報文化学会 20年の あゆ み

学会 ，教 育界
・
産業界 な どの 各氏 よ りの 祝辞

記念 フ ェ ス タ
・プ ロ グ ラ ム の 案 内 と解説

記 念事業 と して の 出 版物 ・シ ン ポ ジ ウム ，各支部 ご との

行事展 開 に つ い て の 紹 介

　創立 20年 祈念 フ ェ ス タ実行 委 員会 は ，創立 10年の 時 と同様

の 構成 で よい が ，記念 誌 編 集委員会に つ い て は 祝辞の 依頼 な ど

もあ り，渉外 等に 活動的 な委員に よる構成 が望 まれる。

22 ．2　記念 フ ェ ス タ ・イベ ン ト

　ー
般公 開 を 前提 と した イベ ン トで あ るの で CG ，ビ デ オ な ど

を 活 用 した エ ン タ
ー

テ イ ン メ ン ト性 を強化 し た プ ロ グ ラ ム 企 画

が 望 まれ る。

　他 の 学会 との タイア ッ プ ，産 業界 との コ ラ ボ レ ーシ ョ ン な ど ，

学会 内 に 閉 じこ もる こ とな く，こ の イベ ン ト開催 を機会 に ，他

の 諸 団体 と の 関係 を深 め て い た だ きた い 。

　こ の イベ ン トの 開催に は会場費用 を は じめ か な りの 費用 を必

要 とする。し たが っ て 早 くか らこ の 部 門の 実行委員会を立 ち上

げ ，ま ず構想 を ま とめ ．予 算 案 な どそ の 内容 に つ い て 役員 会 に

図る 必 要が あ るの で ，早期 に学 会活動計 画の 中 に 位 置づ けな け

れ ば な らない と考えて い る 。

2 ．2 ，3 　記念出版物の 刊行

　創立 10年の 記念 出 版 物 の 場 合 ，厳 しい 経済状況下 に あ っ た

こ と もあり，版 元 が さ だ ま らず刊 行を決定する まで に か な りの

時 間 を要 した。

　 こ の こ とか ら，創 立 20 年記念出版物 に つ い て は ，で き る だ け

早 く版 元 を選び ，本学会 と出版社 との 共 同作 業 と して 刊行で き

る よ うに す る こ とが 先決 で あ る と確信する 。

　記 念の 刊行物 と して は ．情報 文化 学事典 の よ うな もの が ふ さ

わ しい で あろ う。 事典 となれば か な りに人数の 執筆者が必 要 と

な る 。 した が っ て 、い わ ば学 会員 が全 員 参加す る ような考 え方

で取 り組む こ とが必 要 と なろ う。

　編 集委 員会 は 全体構想を ま とめ る と と もに ，部 門別編 集 を前

提 と した 目次案 （第
一次案 ） を作 成 し，部 門別 編集委員会 を立

ち 上 げる 必 要 が ある と考 え る。
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研 究 ・
開発の 対象 学会の 英 文 表 記

昭和57年
〜　 　　＊

学会誕 生

　 の 母 胎

情報と文化 を語る 会
（CG ，ビデ オ、

　 コンピュ
ー
タ
・
ミュ

ージック

　な ど ）。フ オ
ーラム20α2

Foru皿 2002

平 成 4年

情報文化

学会創立

情 報 学
・社 会 学

・

芸 術 学 の 複 合 領域

Japan
Info皿ation −
Culture　Society

平 成 13年

創 立 10年

情 報学 と 文化 学

（社 会 学、言 語 学、
芸 術 学、民 族 学、
な ど ）の 統合、
総 合 ・融合

Japan
Info皿ation −
Culturology

＊ 座 長 ・片方善治 に よ る 学際研究 グ ル ープ で 情報芸術 の 活動 と

して は、昭和57年か ら昭和62年の 「視響環境 シ リ
ー

ズ 」があ るgs）

　　 図 2　情 報文 化 学会 の 背景 と発展 お よ び英文表記

2 ．2．4 　記 念 シ ンポジウ ム

　 本学 会 で は 平 成 16年 度 よ り情 報 文化 学 タ
ー

ミ ノ ロ ジー
の 研

究プ ロ ジ ェ ク トに と り組 ん で い る。こ の 研 究 プ ロ ジ ェ ク トに つ

い て は ，情報文化学研究誌第 3号 に小 特 集 と して 発 表 され て い

る。記 念 シ ン ポ ジ ウ ム は ，こ の 成果 報告 ，あ る い は 中間報 告 で

あ る こ とを期 待 して い る。

　第 1 回シ ン ポ ジ ウ ム を開催 した の は ，平成 11年 1月 19日，

東 京大 学 山上会館 で 行っ た 「サ イ バ ー
社会 と EC ビ ジ ネス 」で

あ る。こ の シ ン ポ ジウ ム は ，前 述 の よ うな 研 究プ ロ ジ ェ ク トの

成 果 を発 表 した の で はな く，本学会員の 中で ，サ イ バ ー
社会あ

る い は EC ビ ジネス に つ い て 研 究 して い る 個 々 の 研 究内容 を 発

表す る と い う形 式で 行 わ れ た 。

　今後 行 われ る記念 シ ン ポ ジ ウ ム とは ，そ の 点が異 な っ て い る。

別 の 立 場 か らい え ば，記 念 シ ン ポ ジ ウ ム は ，あ らか じめ テ
ー

マ

を決め た研 究 プロ ジ ェ ク トへ の 取 り組 み 姿勢 をは じめ ，組織 研

究 の プ ロ セ ス な どの 報告 もな され るで あろ う。 興味深い 内容 に

な る もの と期待され て い る と予測 して お くべ きで ある 。

　記念 シ ン ポ ジ ウ ム 開催 に向 けた実 行 委 員 会 は情 報 文 化 学 タ

ー
ミ ノ ロ ジー

の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト委員会 が 主 体 と な り，外 部 の

方 々 が参加 す る こ とが 望 ま しい よ うに思 わ れ る 。

　なお ，参考 まで に前記 の 「サ イバ ー社 会 とEC ビジネ ス 」の

発表者
・

テ
ー

マ 等 につ い て 紹 介す れ ば ，以 下 の よ うな もの で あ

る。

　片方善治 （情報文化学会会長），「EC ビ ジネス の 方向性 と意義」

　荒 川弘煕 （株式会社 NTT デ
ー

タ取締役・技術本部長）「EC と情報流通 1

　増 田祐司 （東京大学社会 情報研究所 教授）「サイ ノ S
’一社会 とE℃ ビゾ耘」

　須藤　修 練京大学社会悁報研究所助教授）「デジ タル経済と IC カード」

　藤原博彦 （東京大学大学院）「デ ジタ ル 経 済 と制 度会 計デ ザ イ ン 」

　な お 肩書きは 当時の もの で ある。

上 記の 発表者に 加えて ，次の 二 人 をゲ ス トと して 招 き ．講演 を

お 願 い して い る。

　鈴木茂樹 （電子 商 取引 実 施 推 進協議会）「EC に 関す る現 状 と展 望」

　蘆田芳 樹 （財 団法人デ
ー

タベ ース 振興セ ン タ
ー・GIS 推進部長）
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　 　 「サ イバ ー社会 一技術の 作る杜会」

　 こ の シ ン ポ ジ ウ ム は
一

般 公 開 〔無 料〕で あ っ たが 満席 とな る

盛 況 で あ っ た。予稿 集 と して 作 成 した 108ペ ージ に わ た る 資料

集 は ，適正 な価格 で頒 布 したが ，参加 者全 員 が購入 した。

　 こ の よ うな こ と もあ っ て ，ゲ ス ト講 演 者 へ の 謝 礼 な どを支

払っ て も，学会か ら の 経 済的 支援 を受 け る こ と な く無 事終 了 す

る こ とが で きた と，実行委員会か らの 報告 を受け た。

　今後の シ ン ポ ジ ウ ム 開催 に当た っ て 参考に なる点が多 々 あ る

と思 わ れ る の で ，あ えて 詳 しい 報告 を し た 次第 で あ る。

2．2．5　部会
・
支部こ との 記念事業の展開

　各部会 及 び各支部 は ，そ れ ぞ れ 研究集会な どの 活動 を行 っ て

い るが ，記 念行事 と して 位置づ けた行事 を企画 し実施する こ と

が望 まれ る。例 年 と同様 な研 究集 会 を 開催す る と して も，創立

20年記念行事で あ る と位 置づ け ，こ の 位 置づ け に ふ さ わ しい 企

画 を 付加す る よ う心 が け て は ど うで あ ろ うか。要は ，こ の 行事

を契機 に将来 に向けて 部会 ・支 部の さら なる発展 ・
充実 を期す

集会に なる こ とを期待す る もの で あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Phase　 3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 創立20年

ウ ム

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記念イベ ン ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （部会

・
支 部 ）

図 3　記 念 行事の 展 開 ス キ ーム （案 ）

むすび

　 本 学会 は ，新 世 紀 に お け る情 報 文 化 の 重 要性 を予 見 し ，知 の

再編 成 と して の 情 報文 化 学の 体系化 を 目指 し続けて きた が ，今

後は さ らに創立 20年 に 向 け た学 会 活 動 を通 じ て ，学術研 究 団

体 と して の 成果 を さ ら に 積 み上 げて 行 くこ とを祈念 して い る。

　情報文化学は 複合領域 の 学 際 的学 問体 系 で あ るが故 に ，会 員

の 専 攻 分 野 は多種 多様 で あ り，そ れ が 特徴 とな っ て い る。創 立

20年記念の 年は 、こ の 多種性 ・
多様 性 を会員各位が相互 に 認め

合 い つ つ ．本学会 の 特徴 を認 識す る よい 機会で ある と信 じる。

　図 3は 記念行事の 展 開 ス キーム を示 した もの で ある が ，こ れ

らの 行事が ，上記の 認 識 を深 め る こ とに な る に 違 い ない 。本稿

に 述 べ た 計画 （提案） に つ い て ．会 員各 位 が参画 される こ と を

切 に祈 る もの で ある 。

参考文献

（1）藤 原博彦 ，加藤光 ，樺 島栄一郎編 ，情 報文化学会 vivaljicsl 創立 10

　年 フ ェ ス タ （記念誌〉卩情報文化学会 2001

（2）片 方 善治 監 修 ，情 報 文化学 ハ ン ドブ ッ ク ，森北 出版株式会 社 ，2001
（3） （財 ）画像 情 報 教 育 振 興協 会 メ デ ア イ芸 術 調査委員会 ，先 端科学

　技術研究 メ デ ァ イ芸術 へ と文化 的価値 を高 め る ため の 施策 の あ り

　方 ，190・191，CG−ART 協会 ，2005

N 工工
一Electronic 　 Library 　


